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【要旨】近年、心理学研究における再現性は重要な問題である。2015 年の Science に心理学実験






るいはルールに準拠しているという判断を行う。今回は 2013 〜 2018 年に 3 回実施した実験結果









再現可能性を調査したところ、心理学実験の 100 件のうち結果が再現できたものは 39% のみで
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セット（1.7 歳〜7 歳）。各実験で使用する個体は 4 頭。重複経験を持つため 3 回の実験で 8 頭を
使用した。各時期における個体の年齢は、 1 回目（2013 年）の個体は 1.7〜2 歳、2 回目（2015 年）
の個体は 2〜3 歳、3 回目（2018 年）の個体は 4〜7 歳だった 10, 12, 13) 。
2.2	研究時期
1 回目は 2013 年に、マーモセットが第三者互恵性を認識するかについての研究を実施した。2
回目は 2015 年に薬物投与群との比較研究を実施した。続く 3 回目は、2018 年に他のサル類との
比較研究を行った。
2.3	装置










（Non-reciprocal condition）の 2 種類から構成されていた。ヒト演者のやり取りを見せた後、スク
リーンを閉じ、演者の前に置かれていた食べ物は取り去られた。ヒト演者はそれぞれお互いに対
して内側の手に報酬（カステラ 0.5 × 0.5 × 0.5 cm）を 1 つずつ持ち、再度スクリーンを上げた。
2 人同時に報酬を握りこんだ状態で、マーモセットに手を差し出し、同じタイミングで手を開い
た。手を開いた時にそれぞれの中指の先端が、実験箱につけた印の位置にくるように合わせた。








演者二人の前にそれぞれ透明な皿状の容器が置いてあり、一方の皿には 1.0cm 角のイモが 2 個、




演者 A と B がそれぞれ 2 個ずつ持っている食べ物を交換するセッションになっていた。具体的
には、演者 B が皿の中の食べ物 2 個を持ち上げ、演者 A がそれを要求したら取ることを拒否し
なかった。この時、演者 A の皿には 4 個の食べ物が入った状態であった。次に演者 A が食べ物
を 2 個持ち上げ、演者 B がそれを要求し、演者 A は B が取ることを拒否せず、演者 B の皿には 2
個の新たな食べ物が入った。この時、A と B はちょうど最初に皿に入っていた食べ物を交換し、
それぞれ 2 個ずつ食べ物を持った状態になった。一方、非互恵条件（Non-reciprocal condition）で
は、演者 A と B は食べ物を交換しないで、一方の演者が独り占めする条件であった。具体的に
は、演者B が皿の中の食べ物を持ち上げ、演者A がそれを要求したら取ることを拒否しなかった。
次に演者A が食べ物を持ち上げ、演者B が取ろうとしたところ、演者A は取られるのを拒否した。
最終的に演者 A の皿には 4 個の食べ物があり、演者 B の皿には食べ物が 0 個であった。演者の
やり取りを図 1b に示す。
各条件は 1 セッション 12 試行で、3 つの研究において各々 6〜9（6.9.8）セッション行った。1
日 1 セッションとし、互恵・非互恵条件のセッションは交互に行われた。ヒト演者が演じる A・
B の役割と左右の立ち位置は、セッション内でカウンターバランスをとった。ヒト演者として、










1〜3 回の実験結果を 2-way ANOVA にて再分析した結果、1 回目は、condition の主効果はな
く、actor (A/B) の主効果もなかった。しかしcondition/actor の交互作用があった ( F (1,3) = 13.813, 
p < .05)。2 回目は、condition の主効果はなかった。actor (A/B) の主効果がみられ( F (1,3) = 25.998, 
p < .05)、condition/actor の交互作用があった (F (1,3) = 21.501, p < .05)。3 回目の結果は condition
の主効果がなく、actor (A/B) の主効果が見られ( F (1,3) = 11.264, p < .05)、condition/actor の交互作
用 があった ( F (1,3) = 10.198, p < .05) 。3 回の実験全てにおいて、マーモセットはNon-reciprocal 
condition で不公平な行動を示したヒトからエサを受け取る割合が低く、実験結果は再現性を示し
た（図 2a-c、表 1）。この 3 回の実験では、3 人のヒト演者の組み合わせは毎回同じだったわけで
はなく異なっていた。具体的には、2013 年はB（男性）・Y（女性）。2015 年は B（男性）・Y（女性）・
N（女性）の 3 人。2018 年はY（女性）・N（女性）が役割を演じた。
重複実験個体の平均を表 2 に示した。実験を 2 回経験した個体が 8 頭中 4 頭おり、この重
複経験個体における各条件の平均は、1 回目の互恵条件：A = 47.8%、B = 52.2%、非互恵条
件：A = 39.1%、B = 60.9% で あ り、2 回 目 の 互 恵 条 件：A = 52.6%、B = 47.4%、 非 互 恵 条 件：











































































































この実験手法の妥当性と信頼性を示していると考えられる。また、この 3 回の実験では、3 人の
ヒト演者の組み合わせが異なっており、ヒトに対するバイアスによって再現されたわけではな
かった。加えて実験では、ヒト演者の役割 (A・B)、演者の左右の立ち位置、演技に使用する食
物におけるカウンターバランスなどの統制をとった。3 回の実験のうち 2 回の実験は、1 回目の
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